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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【手続補正書】
【提出日】平成20年2月29日(2008.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療的に血中グルコースレベルを変えない生物学的に活性なタンパク質と、正に帯電し
た分枝基を結合した正に帯電した主鎖を含み、経皮送達に有効な量で存在する担体とを含
む組成物であって、担体と生物学的に活性なタンパク質との結合が非共有結合性である組
成物。
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【請求項２】
　担体が無い場合の作用物質に比べて、生物学的に活性なタンパク質のより多くの経皮送
達を実現する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　生物学的に活性なタンパク質が治療活性を有する、請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　治療用タンパク質が少なくとも５０，０００ｋＤの分子量を有する、請求項３に記載の
組成物。
【請求項５】
　主鎖が、正に帯電したポリペプチドを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　主鎖が、約１０，０００～約１，５００，０００の分子量を有する正に帯電したポリペ
プチドを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項７】
　主鎖が、約２５，０００～約１，２００，０００の分子量を有する正に帯電したポリペ
プチドを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
　主鎖が、約１００，０００～約１，０００，０００の分子量を有する正に帯電したポリ
ペプチドを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項９】
　主鎖が、正に帯電したポリリジンを含む、請求項５に記載の組成物。
【請求項１０】
　主鎖が、約１０，０００～約１，５００，０００の分子量を有する正に帯電したポリリ
ジンを含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　主鎖が、約２５，０００～約１，２００，０００の分子量を有する正に帯電したポリリ
ジンを含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１２】
　主鎖が、約１００，０００～約１，０００，０００の分子量を有する正に帯電したポリ
リジンを含む、請求項９に記載の組成物。
【請求項１３】
　担体が、－（ｇｌｙ）ｎ１－（ａｒｇ）ｎ２、ＨＩＶ－ＴＡＴ及びその断片、並びにア
ンテナペディアＰＴＤ及びその断片若しくは混合物（式中、下付き文字ｎ１は、０～約２
０の整数であり、下付き文字ｎ２は、独立に、約５～約２５の奇数である）から独立に選
択される正に帯電した分枝基を結合した正に帯電したポリマーを含む、請求項１に記載の
組成物。
【請求項１４】
　正に帯電した分枝基が、式－（ｇｌｙ）ｎ１－（ａｒｇ）ｎ２を有する基から独立に選
択される、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　下付き文字ｎ１が、約１～約８の整数である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　下付き文字ｎ１が、約２～約５の整数である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１７】
　下付き文字ｎ２が、約７～約１７の奇数である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１８】
　下付き文字ｎ２が、約７～約１３の奇数である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１９】
　分枝基が、ＨＩＶ－ＴＡＴ及びその断片から選択される、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２０】
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　結合された正に帯電した分枝基が、式（ｇｌｙ）ｐ－ＲＧＲＤＤＲＲＱＲＲＲ－（ｇｌ
ｙ）ｑ、（ｇｌｙ）ｐ－ＹＧＲＫＫＲＲＱＲＲＲ－（ｇｌｙ）ｑ、又は（ｇｌｙ）ｐ－Ｒ
ＫＫＲＲＱＲＲＲ－（ｇｌｙ）ｑ（式中、下付き文字ｐ及びｑは、それぞれ独立に、０～
２０の整数である）を有するＨＩＶ－ＴＡＴ断片である、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　分枝基が、アンテナペディアＰＴＤ基又はその断片である、請求項１３に記載の組成物
。
【請求項２２】
　正に帯電したポリマーがポリペプチドを含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２３】
　ポリペプチドが、ポリリジン、ポリアルギニン、及びポリオルニチンから選択される、
請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　ポリペプチドがポリリジンである、請求項２３に記載の組成物。
【請求項２５】
　生物学的に活性なタンパク質がボツリヌストキシンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
　ボツリヌストキシンが、ボツリヌストキシンの血清型Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、及びＧ
から選択される、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２７】
　ボツリヌストキシンがボツリヌストキシン誘導体を含む、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２８】
　ボツリヌストキシンが組換型ボツリヌストキシンを含む、請求項２５に記載の組成物。
【請求項２９】
　生物学的に活性な作用物質を送達するための器具と、正に帯電した分枝基を結合した正
に帯電した主鎖を含み、経皮送達に有効な量で存在する担体とを含む、請求項１に記載の
組成物を被験者に投与するためのキット。
【請求項３０】
　生物学的に活性な作用物質がボツリヌストキシンである、請求項２９に記載のキット。
【請求項３１】
　組成物が、生物学的に活性なタンパク質を皮膚又は上皮を介して被験者に投与するため
の器具に含まれる、請求項２９に記載のキット。
【請求項３２】
　器具が皮膚パッチである、請求項３１に記載のキット。
【請求項３３】
　生物学的に活性なタンパク質を皮膚又は上皮に送達するための器具と、－（ｇｌｙ）ｎ

１－（ａｒｇ）ｎ２、ＨＩＶ－ＴＡＴ及びその断片、並びにアンテナペディアＰＴＤ及び
その断片若しくは混合物（式中、下付き文字ｎ１は、０～約２０の整数であり、下付き文
字ｎ２は、独立に、約５～約２５の奇数である）から独立に選択される、正に帯電した分
枝基を結合した正に帯電した担体を含む組成物とを含む、生物学的に活性なタンパク質を
被験者に投与するためのキットであって、担体と生物学的に活性なタンパク質との結合は
非共有結合性であるキット。
【請求項３４】
　器具が皮膚パッチである、請求項３３に記載のキット。
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